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３月３０日、東京社保協第４７回総会をけんせつ

プラザ東京で開催し、２９団体３６地域から１５９

人が参加しました。

総会は、竹崎会長のあいさつに続き、和泉尚美都

議会議員から、第１回定例都議会での論戦の状況を

含めあいさつを受けました。

総会記念講演として、芝田英昭立教大学教授が

「高齢者を直撃する社会保障解体」と題して、最新

の社会保障をめぐる情勢と通常国会に提出された３

１本にわたる介護保険等の一部改正法案の危険な中

身について講演を行いました。

（総会の詳細は次号）

築地市場の豊洲移転中止をすすめる会は３月１７

日、「食の安全・安心を守れ、築地市場の豊洲移転

中止など抜本的検討を求める」署名２万４９９１筆

（第一次提出分）を東京都知事に提出しまいた。東

京都中央卸売市場新市場整備調整担当部長が署名を

受け取り、「重く受け止めます」とのべました。

署名は小池百合子都知事にあてたもので、①豊洲

新市場予定地の安全性の徹底した全面的な調査・検

証を行い、全てを公表すること。②食の安全・安心

が第一の立場から、築地市場の豊洲移転を中止する

こと、を求めるものです。「すすめる会」は２月６

日、都庁内で記者会見し署名をすすめてきました。

提出行動では、署名の発起人・よびかけ人などか

らあいさつが行われ、本間慎氏（東京農工大名誉教

授・発起人）は「短期間でこれだけ署名が集まった

のは、大変な関心があることだ」と述べ、纐纈美千

代氏（日本消費者連盟事務局長・発起人）は「豊洲

の汚染がひどいことがわかるにつれ、これは消費者

の問題だと全国から署名が集まるようになった」と

発言。中澤誠氏（全労連・全国一般東京中央卸売市

場労組委員長・発起人）は「自民などによる築地バッ

シングに築地の人はみんな怒っている。一段と大き

な構えで署名を広げたい」と語りました。

都議会各会派からは、日本共産党都議団の大山と

も子幹事長、尾崎あやこ都議、都議会生活者ネット

の小松久子都議が出席。大山都議は「みなさんの世

論が都政をぐんぐん動かしています。都政の闇を開

くために全力でがんばります」と決意と激励のあい

さつをいただきました。

「会」は引き続き署名を推進し、４月末に第二次

提出行動を計画しています。草の根から豊洲移転中

止の声を広げてよう、広範な団体、市民に協力を呼

びかけています。



八王子の介護を良くする会は、「介護を良くす

る八王子のつどい」を３月１２日に開催し、介護事

業所・市民・市職員など８２人が参加しました。

学習会では、八王子市の社会保障関連の主なデー

ターをもとに、小佐野茂八王子社保協事務局次長が

八王子市の実情を紹介しました。また、前沢淑子中

央社保協事務局次長が、「高齢者ファーストの介護

の実現を」と題して講演し、参加者からは、安倍政

権の高齢者狙い撃ちの社会保障解体路線への、怒り

のどよめきが、たびたび起きました。

交流では、「介護報酬切り下げで、初めて赤字に

なった」「総合事業の報酬単価では赤字」「要支援

サービスの内容を落とさないで」「生活苦が広がる

なか、ボランティアだのみは無理」など、介護事業

者、介護保険利用者からの発言が相次ぎました。

つどいでは、八王子社保協を通じて国・東京都・

八王子市に対して要望していくことを、参加者全体

で確認しました。

２０１６年秋に実施した八王子総行動で、八王子

市に対して要望した事項に、３月１３日に回答が届

けられました。

①「後期高齢者保険料の特例軽減廃止に反対し、国

に働きかけて欲しい」などの高齢者の保険料負担増

に関する要望については、「制度の持続性を高める

とともに、負担の公平性を担保する意味でも、特例

措置廃止はやむをえない」との回答。

②「施設などの早急な整備」の要望には、密着型特

養ホーム等の整備が進まないなかで、平成２８年度

の整備支援の重点整備事業費補助の導入、看護小規

模多機能型居宅介護等の併設に対し、補助の増額を

行ったのに続いて、平成２９年度には、新たな補助

金を導入すると回答しました。

（八王子社保協ニュースより）

３月２２日、通算７５回目となる「なんでも相談

会」を中野駅北口で開催しました。

「１５年程前からネットカフェ生活で保険証無し。

日雇いバイトや本拾いなどで生計を立てているが、

湿疹が続いており保険証無しで薬を貰える方法があ

るか、５０歳男性」「就職のための訓練を受けたい、

５０代男性」「会社でケガをしたが労災と認めてく

れず、治療費を自分で

支払っている。時効は

何年か、６０代男性」

など、９件の相談があ

りました。当日は、医

師・看護師・弁護士な

ど１４人が対応しまし

た。

（実行委員会ニュースより）
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第４７回総会に向けて、３月４日に地域社保協会

長会議を７地域（江戸川、渋谷、墨田、八王子、西

多摩、調布、西東京）の会長、竹崎会長、寺川・相

川事務局の参加で開催しました。

竹崎会長あいさつ、寺川事務局長が当面の課題を

報告し、各地域の交流を行いました。

「役員会は各団体報告を重視するようになり結集

が高まった。議会対策を重視して、毎議会ごとに請

願を提出、議員要請・傍聴を通じて各党・会派の姿

勢が浮き彫りになる」（渋谷）「８自治体を毎年キャ

ラバン要請、幹事会前にミニ学習会を開催」（西多

摩）「人口増だが、区の南北で格差が広がっている。

国保改善では、健康診査を重視して要請」（墨田）

「総合事業に手を挙げる事業者が無い。生保攻撃都

議の立て看板の撤去と７月都議選への立候補取りや

めに追い込んだ」（八王子）「保育労組の幹事は若

い人なので、幹事会での情勢討議を重視している。

対市交渉は、今年度は3日間かけて実施。」（調布）

など、創意ある活動や役員会成功に向けた努力が交

流できました。

２３区事務局長会議は、３月１５日に６地域（品

川、板橋、葛飾、世田谷、北、中野）が参加して開

催しました。また、多摩事務局長会議は、３月１６

日に４地域（西多摩、清瀬、八王子、東久留米）の

参加で開催しました。

交流では、「総合事業は今年４月に移行予定、当

面は現行相当サービスで実施。年１回区との対話集

会、６月議会に向けて、子どもの生活実態調査と就

学準備金の前倒し支給を求める請願を準備」（中野）

「区に国保広域化で都に対する意見書、財政支援強

化と多子世帯への国保料減免を求める」（世田谷）

「国保・年金課の滞納月間横断幕の掲示を抗議して

外させた」（板橋）「子どものいる世帯でも差押え

をしている、都営住宅の家賃滞納で１８０世帯が追

い出された」（北）「高齢者クラブに署名のお願い

をしている」（品川）「対市交渉は、市長・副市長

に要請している。医師会長を講師に学習会を開催」

（東久留米）「キャラバンでは、各自治体２時間程

度で実施、介護陳情で奥多摩・羽村で趣旨採択」

（西多摩）「駅前宣伝は毎月２５日に実施、国保パ

ンフで学習会２か所」（清瀬）などの報告・交流を

行いました。

東京社保協への要望では、「２０１８年度からの

国保制度改正で、学習会や都への要請行動に取り組

んでほしい」ことがだされました。
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３月１４日、東京社保協は中央社保協と共同で、

定例の「４の日宣伝」を巣鴨駅前で行いました。

当日は雨模様でしたが、東京社保協１４人（内

東京土建９人）、中央社保協５人の合計１９人が

参加し、１２時から１時間のリレートーク、新婦

人のシール投票も行いながら、署名・宣伝、署名

ハガキ付チラシを配布しました。

署名での対話では、「親の介護のことを考えた

ら不安、自分はどうなるのだろう」（４０代の女

性）、高齢の男性は「年金が低くてどうしょうも

ない」と話ながら署名に応えてくれました。

同時に行った新婦

人のシール投票では、

「年金また下がるの？

兄が年金生活だから

教えなくちゃ」「医

療と介護の改悪と消

費税増税は許せない」

「介護保険料だけで

なく、高齢者の保険料も上がるんですか？上がっ

てばかり」など１９人が答えてくれ、「安倍政権

にあなたが怒っていることは？」の問いに、一番

は「医療・介護の大改悪」、二番が「消費税増税」

でした。

なお、この行動では、署名２３筆、署名ハガキ

付チラシ（ポケットティッシュ）１７００個を配

布しました。


